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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
発表時間30分

スライドは表題等を除いて正味１８枚程度



SAMLの適用事例を紹介する。

SAMLの用途を理解いただくため、J-SaaSというサービスの紹介と、J-SaaSにおける認証機能全体についても紹介する。


1. J-SaaS[ZDL\T
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
表題・講演者紹介から含めて８分程度
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
各プレイヤーの主な役割を説明



「このように、SaaSの活用により、システムシステムだけではなく、中小企業がサービスを適切に利用するための仕組みをサポートも含めて提供しているところがJ-SaaSの大きな特徴です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
J-SaaSのデータセンターに各種機能を持つポータルを配置。



サービスの配置には3種類がある。J-SaaSのデータ千ターにおく場合、SaaS事業者が自前で用意したデータセンターにおく場合、XXXXからダウンロードしてローカルに実行する倍。



いずれの場合も、ポータルが持つSSO、ユーザ管理、課金、決済などの機能は利用する。


JL W4\
1. 5 EBHEE
J-SaaSHEMBEIT. EXEZBZDH—ERIZRLLUTO#EEZIRHELTLET,

EBR DK R HRE

EC H—EXDBRE. 1t XR5E

R—42IL A0, [EFERIZ 4L, FIABRLAHA
FNEAEDOERE, fIRYY—EXDEE

2E-H FEAHEOEE, REFERICIHGLIEVEED

SSO A—HBEH, R —ERANDI T IS (FRELEE)

T—REE H—ERXBOT—423H ERHIASH—ER~ADHFEE-SA
2 R EHDIZHE

URERIR AT FEAB~DERK- ALEE

8

Copyright© 2009, NTT Software Corporation All rights reserved


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ポータルで企業管理、ID管理、ライセンス割り当てなどを、SSOで基盤へのログインとサービスへのシングルサインオンを実現


2. J-SaaSIZH|THH A H#ERE
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
６分程度



基盤が提供する機能の名から認証に関する部分について説明する
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
：ユーザの利便性を考慮し、サービスはシングルサインオンの適用を必須とする。利用者は基盤が用意するIDにより基盤にログイン後、任意のサービスをログインなしで利用できる。

：サービス事業者の負担を軽減するため、ソフトウェアのSaaS化に必要な機能は極力基盤側で提供する。

サービスの形態等に応じた複数のSSO手段

ID情報の連携はシステムによるデータ連携と手作業の運用の2種類を用意

システムが既存で用意するID体系を利用可能とする

企業、IDの登録、ライセンスの取得、利用者へのライセンス割り当て等SaaS独特の機能は基盤で実施し、サービスと連携する。

アグリゲーション機能：税理士等がエンドユーザになり替わり安全にサービスを利用するアグリゲーションえ可能とする

認証手段：エンドユーザは利便性を考慮してIDとパスワードによる認証、税理士等は広範な利用権限を持つことからICカードによる確実な認証を行う
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート


　共通ID:基盤が利用者個人毎に付与するID。基盤へのログインに利用

　操作者ID:サービスが利用するID。共通IDを利用することも、サービスが独自に管理するID体系に基づき付与することも可能。アグリゲーション時は操作を代行する利用者のIDが入る。サービスに渡されるID。




3. J-SaaS~MDSAML2.0DEFE
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この省で12分くらい。
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3. 3 SAML2.0 |/[F +#%
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3. 4 SAML2.0 F/FFEFDSSO
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
SAMLは大変だという認識があるが、それほどでもない。

他の規格で同様のセキュリティ要件などに基づき実施した場合は、実装、テストともに同等レベル以上になるだろう。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この省で12分くらい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
発表の振り返り
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